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第１９号
水土里ネット請戸川
請戸川土地改良区

（南相馬市小高区・浪江町・双葉町）

〒９７９-１５２１
福島県双葉郡浪江町大字権現堂字上蔵役目３４番地
ＴＥＬ０２４０-３４-４２００㈹  ＦＡＸ０２４０-２３-６７９３
E-mail：uld@ukedogawa.jp
URL http://www.ukedogawa.jp

事務所及び所在地請戸川土地改良区

〒979－1521　福島県双葉郡浪江町大字権現堂字上蔵役目34
　　　　　　　（旧 国営新請戸川農業水利事業建設所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※震災前と同敷地内です。

ＴＥＬ0240－34－4200　ＦＡＸ0240－23－6793

　就業時間　平日 午前８時30分から午後５時15分まで

双葉警察署
浪江分庁舎

浪江町役場

仮設商店街
まち・なみ
まるしぇ

泉田自動車
工業所様

←浪江駅 請戸→

↑
南
相
馬

請戸川
土地改良区

N

組
合
員
の
皆
様
へ

お
願
い

左
記
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

☆
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

組
合
員
の
資
格
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
（
組
合
員
資
格
得
喪
通
知
）

災
害
避
難
に
よ
る
連
絡
先
、

ご
住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

賦
課
金
の
未
納
分
が
あ
る
場
合

ご
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

　避
難
先
及
び
住
民
票
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は

お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。
お
電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

 

・
生
前
一
括
譲
与
を
す
る
場
合

 

・
組
合
員
が
死
亡
し
た
場
合

 

・
組
合
員
の
住
所
変
更
の
場
合（
住
民
票
移
動
）

 

・
農
業
者
年
金
受
給
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（経
営
移
譲
に
よ
る
）

 

・
売
買
、賃
借
権
、利
用
権
等
で
異
動
し
た
場
合

　今
現
在
、
ご
入
金
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い

場
合
は
、
個
人
毎
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　延
滞
金
利
子
は
、
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23
年

３
月
11
日
か
ら
は
、
徴
収
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

役員の就任・退任について

被選任区

第 ２ 被 選 任 区 浪　　江　　町 Ｈ３０.　６.２７故　馬　場　　　有　理事長
被選任区域 氏　　　名 退任年月日

※故 馬場  有様には、平成２０年１月２１日に理事長にご就任頂きましてから４期目のご活躍中でありました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

被選任区

第 １ 被 選 任 区 南相馬市小高区 Ｈ３０.　４.２７岡　田　安　義　理　事
被選任区域 氏　　　名 退任年月日

※岡田理事様には、平成２９年１０月２日にご就任頂き、ご活躍されました。

◇退任◇ 大変お世話になりました。

被選任区

第 ２ 被 選 任 区 浪　　江　　町 Ｈ３０.　９.２８吉　田　数　博　理事長
被選任区域 氏　　　名 就任年月日

被選任区

第 １ 被 選 任 区 南相馬市小高区 Ｈ３０.　９.２８吉　田　頼　長　理　事
被選任区域 氏　　　名 就任年月日

◇就任◇ どうぞよろしくお願い致します。

浪江町／城西橋西側から臨む請戸川

●理事長挨拶
●福島特別直轄災害復旧事業請戸川地区実施状況
●危険防止のお知らせ
●主な会議開催状況
●ほ場整備事業地区作業状況及び管理状況
●会計報告
●地区除外申請箇所
●土地改良法の一部改正
●受託事業内容
●要望活動
●事務局からのお知らせ

平成30年度5月31日調整
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地区の状況

組合員数　4,227 人
　　　　　　（前年度比：△82）
受益面積　4,062 ha
　　　　　　（前年度比：△247）
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工種 施設名 復旧内容

管理用道路復旧

堤体

堤体法面、付帯施設、
管理設備

水位上昇試験

幹線用水路
浪江町、

小高区

小高区

小高区

小高区

小高区

小高区

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

幹線用水路

頭首工

双葉町

※印の施設は、県営造成施設

ｓｔｅｐ４
（予定）

計画変更

羽鳥  　 　　　　　　　　　　　   　　※

ｓｔｅｐ３

H30.3.26
計画決定

幹線用水路

高瀬幹線導水路

計画変更

下条  　 　　　　　　　　　　　   　　※

双葉  　 　　　　　　　　　　　   　　※

高瀬右岸（寺沢制水弁から下流）

支線用水路

下条  　 　　　　　　　　　　　   　　※

浪江町

高瀬左岸（羽山制水弁まで）

支線用水路

末ノ森　　　 　　　　　　　　　   　　※

大堀   　　　　　　　　　　　　   　　※

請戸  　 　　　　　　　　　　　   　　※

頭首工

焼築

請戸 　　  　　　　　　　　　　   　　※

sｔｅｐ２

H28.2.8
計画決定

幹線用水路

請戸右岸

掃部関　　　　　 　　　　　　  　　　※

計画変更

高瀬左岸（羽山制水弁から下流）

高瀬右岸（寺沢制水弁まで）

支線用水路

立野　　　　　 　　　　　　　　   　　※

苅宿　　　　　　　 　　　　　　   　　※

掃部関　　　　　　 　　　　 　　 　　※

青根場　　　　　　　 　　  　　　　　※

頭首工

苅宿　　　　　　　　 　　　　　   　　※

step１

H25.12.16
計画決定

ダム 大柿ダム 浪江町

請戸左岸

支線用水路

柿ノ木下　　　　   　　　　 　    　　※

小高　　　 　　　　　　　　 　　　　　※

犬塚　　　　　 　　　　　 　　　　　　※

四栗　　　　　　　　 　　　　　 　　　※

小屋木　　　 　　　　　　　　　　　　※

年度別復旧計画

区分
内容

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 備　考

新年を迎えて

請
戸
川
土
地
改
良
区

理
事
長
　吉
　田
　数
　博

　
平
成
31
年
の
新
年
を
迎
え
謹
ん
で
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
複
合
災
害
の
発
災
以
来
、
８
回
目
の
正
月
を
迎
え
皆

さ
ま
に
は
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
は
、
請
戸
川
土
地
改
良
区
全
般
に
亘

り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
ご
と
で
す
が
、
平
成
30
年
９
月
28
日
付
で
、
請

戸
川
土
地
改
良
区
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

馬
場
前
理
事
長
の
意
志
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
が
希
望
を
も
っ
て
営
農
が
で
き
る

よ
う
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
に
よ
る
当
管
内
の
農
業
施
設
の
災
害
復

旧
状
況
で
す
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り

ま
し
た
、
苅
宿
、
掃
部
関
頭
首
工
の
復
旧
工
事
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
施
設
等
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
は
、
高
瀬
右
岸
幹

線
用
水
路
等
の
復
旧
工
事
、
柿
ノ
木
下
、
立
野
用
水

路
の
放
射
性
物
質
流
入
防
止
対
策
と
し
て
水
路
蓋
掛

け
工
事
に
も
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業

用
水
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
４
月
に
南
相

馬
市
小
高
地
区
へ
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
は
浪
江
町

へ
供
給
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
当
土
地
改
良
区
は
、
浪
江
町
内
の
事
務
所

で
業
務
を
再
開
し
て
お
り
、
県
か
ら
の
委
託
で
大
柿

ダ
ム
の
維
持
管
理
施
設
点
検
業
務
や
小
高
区
の
ほ
場
整

備
事
業
の
換
地
業
務
事
務
な
ど
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
浪
江
町
、
南
相
馬
市
小
高
区
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
成
果
が
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
双
葉
町

方
面
へ
の
復
旧
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
手
付
か
ず
の

状
態
で
あ
り
、
原
子
力
被
災
地
の
農
業
再
生
に
向
け

て
は
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
へ

復
旧
・
復
興
・
創
生
の
支
援
体
制
構
築
や
農
地
保
全

管
理
の
期
間
延
長
な
ど
を
要
望
し
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
懸
念
が
少
し
で
も
払
拭
で
き
る
よ
う
不
断
の
努

力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
寒
気
き
び
し
い
折
、
皆
さ
ま
に
は
ご
自
愛

賜
り
、
新
年
が
幸
多
い
年
と
な
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念

致
し
、
年
頭
及
び
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

※印の施設は　県営造成施設
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工種 施設名 復旧内容

管理用道路復旧

堤体

堤体法面、付帯施設、
管理設備

水位上昇試験

幹線用水路
浪江町、

小高区

小高区

小高区

小高区

小高区

小高区

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

浪江町

幹線用水路

頭首工

双葉町

※印の施設は、県営造成施設

ｓｔｅｐ４
（予定）

計画変更

羽鳥  　 　　　　　　　　　　　   　　※

ｓｔｅｐ３

H30.3.26
計画決定

幹線用水路

高瀬幹線導水路

計画変更

下条  　 　　　　　　　　　　　   　　※

双葉  　 　　　　　　　　　　　   　　※

高瀬右岸（寺沢制水弁から下流）

支線用水路

下条  　 　　　　　　　　　　　   　　※

浪江町

高瀬左岸（羽山制水弁まで）

支線用水路

末ノ森　　　 　　　　　　　　　   　　※

大堀   　　　　　　　　　　　　   　　※

請戸  　 　　　　　　　　　　　   　　※

頭首工

焼築

請戸 　　  　　　　　　　　　　   　　※

sｔｅｐ２

H28.2.8
計画決定

幹線用水路

請戸右岸

掃部関　　　　　 　　　　　　  　　　※

計画変更

高瀬左岸（羽山制水弁から下流）

高瀬右岸（寺沢制水弁まで）

支線用水路

立野　　　　　 　　　　　　　　   　　※

苅宿　　　　　　　 　　　　　　   　　※

掃部関　　　　　　 　　　　 　　 　　※

青根場　　　　　　　 　　  　　　　　※

頭首工

苅宿　　　　　　　　 　　　　　   　　※

step１

H25.12.16
計画決定

ダム 大柿ダム 浪江町

請戸左岸

支線用水路

柿ノ木下　　　　   　　　　 　    　　※

小高　　　 　　　　　　　　 　　　　　※

犬塚　　　　　 　　　　　 　　　　　　※

四栗　　　　　　　　 　　　　　 　　　※

小屋木　　　 　　　　　　　　　　　　※

年度別復旧計画

区分
内容

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 備　考

新年を迎えて

請
戸
川
土
地
改
良
区

理
事
長
　吉
　田
　数
　博

　
平
成
31
年
の
新
年
を
迎
え
謹
ん
で
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
複
合
災
害
の
発
災
以
来
、
８
回
目
の
正
月
を
迎
え
皆

さ
ま
に
は
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
は
、
請
戸
川
土
地
改
良
区
全
般
に
亘

り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
ご
と
で
す
が
、
平
成
30
年
９
月
28
日
付
で
、
請

戸
川
土
地
改
良
区
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

馬
場
前
理
事
長
の
意
志
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
が
希
望
を
も
っ
て
営
農
が
で
き
る

よ
う
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
に
よ
る
当
管
内
の
農
業
施
設
の
災
害
復

旧
状
況
で
す
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り

ま
し
た
、
苅
宿
、
掃
部
関
頭
首
工
の
復
旧
工
事
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
施
設
等
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
は
、
高
瀬
右
岸
幹

線
用
水
路
等
の
復
旧
工
事
、
柿
ノ
木
下
、
立
野
用
水

路
の
放
射
性
物
質
流
入
防
止
対
策
と
し
て
水
路
蓋
掛

け
工
事
に
も
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業

用
水
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
４
月
に
南
相

馬
市
小
高
地
区
へ
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
は
浪
江
町

へ
供
給
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
当
土
地
改
良
区
は
、
浪
江
町
内
の
事
務
所

で
業
務
を
再
開
し
て
お
り
、
県
か
ら
の
委
託
で
大
柿

ダ
ム
の
維
持
管
理
施
設
点
検
業
務
や
小
高
区
の
ほ
場
整

備
事
業
の
換
地
業
務
事
務
な
ど
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
浪
江
町
、
南
相
馬
市
小
高
区
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
成
果
が
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
双
葉
町

方
面
へ
の
復
旧
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
手
付
か
ず
の

状
態
で
あ
り
、
原
子
力
被
災
地
の
農
業
再
生
に
向
け

て
は
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
へ

復
旧
・
復
興
・
創
生
の
支
援
体
制
構
築
や
農
地
保
全

管
理
の
期
間
延
長
な
ど
を
要
望
し
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
懸
念
が
少
し
で
も
払
拭
で
き
る
よ
う
不
断
の
努

力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
寒
気
き
び
し
い
折
、
皆
さ
ま
に
は
ご
自
愛

賜
り
、
新
年
が
幸
多
い
年
と
な
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念

致
し
、
年
頭
及
び
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

※印の施設は　県営造成施設
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平成30年4月の配布開始から12月までに土地改
良区事務所へ290名の皆さんが来所されました。全国各地からダムカードを求めて
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柿
ダ
ム
カ
ー
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広 報 う け ど が わ 第１９号 広 報 う け ど が わ 第１９号⑺ ⑹平成３１年１月１日 平成３１年１月１日

会 議 名

H29. 5.11
H29.10. 2

H30. 1.19
H30. 3.28

H29. 4.27

H29. 9. 4

H29.10. 2
H30. 1.19
H30. 1.26
H30. 3. 2

H29. 8.10
H30. 2.15

H29. 6.22
H29. 7.20

・平成29年度事業施行、特別会計設定、吉名堰維持管理について
・平成28年度事業報告、各会計収支決算承認について
・平成29年度賦課金徴収変更、各会計予算、補正予算（案）について
・国営かんがい排水事業「新請戸川地区」の廃止手続きについて
・復興産業拠点整備事業の協力について
・個人情報保護規程制定、役員補欠選任について
・役員選任について
・平成29年度各会計補正、平成30年度事業計画、賦課徴収（案）、各会計
　収支予算（案）、一時借入限度額（案）、出資金処分について
・太陽光発電用地及び生活拠点等整備事業の協力について
・役員補欠選任について

・事務局長選任、給与規程、日・宿直規程の一部改正について
・臨時総代会の日程について
・平成28年度事業報告、各会計収支決算承認について
・平成29年度賦課金徴収変更、各会計予算、補正予算（案）について
・個人情報保護規程制定、就業規程、給与規程の一部改正について
・役員補欠選任、臨時総代会の日程について
・理事の順位、各委員会委員の互選について
・役員選任、職員の再雇用､臨時総代会の日程について
・理事長・副理事長及び庶務会計理事の互選等について
・平成29年度各会計収支補正予算（案）、平成30年度事業計画、賦課
　徴収（案）、各会計収支予算書（案）等について
・職員再雇用、財調積立金規程制定、給与規程の一部改正について
・表彰者の推薦、役員補欠選任、総代会の日程について

・平成28年度決算監査
・平成29年度中間監査

・土壌の放射濃度測定試験について
・国営農業水利事業新請戸川事業の廃止手続きについて
・各省要望書及び東京電力要求書について
・水管理システムの更新事業について
・国営直轄災害復旧事業について

開 催 日 主　な　内　容

総　代　会

理　事　会

監査・監事会

災 害 対 策
特別委員会

平成29年度 主な会議開催状況主な会議開催状況主な会議開催状況

前条の業務の委託者は、委託申請書に事業参加同意書を添えて提出し、理事
長の承認を得るものとする。
理事長は、前条により委託を承認したときは、その旨を委託者に通知する。
土地改良区組合員の事務委託料は事業費の一地区の総事業費１億円までは
３％、それに加え、１億円以上を超える分については２％とし 100円未満
は切り捨てる。
土地改良区組合員以外の機関が土地改良区に事務を委託する委託料は総事業
費１千万円までは15％、それに加え、１千万円以上を超える分については
10％とし 100円未満は切り捨てる。
特別の業務については両者協議のうえ決めるものとする。

第３条

第４条
第５条

2

3

（受 託 手 続）

（受 託 契 約）
（受託料の基準）

土地改良事業に伴う事務を改良区で下記により
　　　　　受託することができます ......請戸川土地改良区事業受託規程より抜粋

大切なお知らせです。よろしくお願いします。
　国営直轄農業水利施設放射性物質対策事業において、農業用水路の放射性物質
流入防止対策として蓋掛けの工事を実施して頂いております。

目　的

新たな対策

　山間部や山林部などの隣接地を流れている農業用水路が多い事か
ら、放射性物質を含んだ落葉や土砂などの流入を防止することが目
的です。

　一部蓋掛を実施した区間において、防護柵（格子フェンス・ガードレール等）
の設置を行っております。【写真参照】
　蓋を設置した事により管理用道路が広く使用できると錯覚し、人や車両が侵入
することにより発生する事故等（①水路の構造上、車両等の重みに耐えられず、
水路本体が損傷する恐れがあること　②蓋に車輌が乗り上げることにより蓋本体
が損傷し車輌が転落する恐れがあること）を防止する目的で、道路から乗り入れ
が可能と想定される区間で設置することとしております。
　水路の維持管理作業や農作業にご不便を来たす場合もあるかと思いますが、営
農再開に向け、更には、風評被害を払拭するための一環として取り組んでいる対
策で御座いますので、何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。

　今年度実施しております対象区間は下記施設となっておりますが、今後の復旧状況により浪江
町～双葉町の県営水路につきましても対策を実施する予定となっております。
● 蓋掛けを実施する施設
　南相馬市小高区【県営柿ノ木下用水路・県営犬塚用水路・県営小屋木用水路・県営四栗用水路・
　県営立野用水路】
● 一部に防護柵を設置する施設
　南相馬市小高区【県営柿ノ木下用水路・県営四栗用水路】
　双葉郡浪江町【県営立野用水路・苅宿用水路】

立野用水路
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・役員選任、職員の再雇用､臨時総代会の日程について
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水路本体が損傷する恐れがあること　②蓋に車輌が乗り上げることにより蓋本体
が損傷し車輌が転落する恐れがあること）を防止する目的で、道路から乗り入れ
が可能と想定される区間で設置することとしております。
　水路の維持管理作業や農作業にご不便を来たす場合もあるかと思いますが、営
農再開に向け、更には、風評被害を払拭するための一環として取り組んでいる対
策で御座いますので、何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。

　今年度実施しております対象区間は下記施設となっておりますが、今後の復旧状況により浪江
町～双葉町の県営水路につきましても対策を実施する予定となっております。
● 蓋掛けを実施する施設
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広 報 う け ど が わ 第１９号 広 報 う け ど が わ 第１９号⑼ ⑻平成３１年１月１日 平成３１年１月１日

機能回復維持管理整備事業

小高区飯崎地区基盤整備状況確認 浪江町掃部関頭首工災害復旧状況確認

小高区小高東部地区／受益者総会 小高区小高東部地区／換地原案確認

小高区飯崎地区／共同作業による田植え状況 小高区飯崎地区／共同作業による稲刈り状況

犬塚用水路倒木処理作業

土壌サンプル採取 土壌層別測定 土壌放射能測定

層別沈下観測 苅宿用水路ゴミ除去作業

職員による管理のほか昨年度に引き続き人的支援
を受け環境整備を行いました。本年度は東京電力
直営により柿ノ木下、小屋木、犬塚、四ツ栗立野
の各用水路の整備を行いました。

ダム監査郎地震計点検 ダム公園環境整備

請戸川土地改良区管内
ほ場整備地区状況をお知らせします

請戸川土地改良区災害対策特別委員会に
おける現地視察状況をお知らせします

請戸川土地改良区管内の
主な管理状況をお知らせします

土壌調査を実施しました
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直営により柿ノ木下、小屋木、犬塚、四ツ栗立野
の各用水路の整備を行いました。

ダム監査郎地震計点検 ダム公園環境整備

請戸川土地改良区管内
ほ場整備地区状況をお知らせします

請戸川土地改良区災害対策特別委員会に
おける現地視察状況をお知らせします

請戸川土地改良区管内の
主な管理状況をお知らせします

土壌調査を実施しました



広 報 う け ど が わ 第１９号⑾ 広 報 う け ど が わ 第１９号 ⑽平成３１年１月１日 平成３１年１月１日

支　出　合　計
⑵ 小高区東部地区 経営体育成促進事業

（基盤整備関連流動化促進事業）
農地集積面積 50％以上経営・
増加率 21％超える目標活動

№ 事業地区名 事　　業　　名 事　業　内　容 事業費 負担率

小高東部地区基盤整備促進事業
飯崎地区農山村地域復興基盤総合整備事業
飯崎地区農山村地域復興基盤総合整備事業（H28繰越）
飯崎地区基盤整備促進事業
国営附帯県営土地改良事業

会計区分／項目
支出の部

3,000,000
252,000 0

3,000,000
0
0
0

繰出金

11,807,640
0

2,798,280
9,009,360

0
0

事業費

84,253,908
0

302,310
0
0

83,951,598
借入金償還金

2,234,883
400,000
1,230,763

0
604,120

0
事務費

101,296,431
400,000
7,331,353
9,009,360
604,120

83,951,598
計

収　入　合　計
小高東部地区基盤整備促進事業
飯崎地区農山村地域復興基盤総合整備事業
飯崎地区農山村地域復興基盤総合整備事業（H28繰越）
飯崎地区基盤整備促進事業
国営附帯県営土地改良事業

会計区分／項目
収入の部

96,759,238
400,000
2,798,280
9,009,360
600,000

83,951,598
補助金／受託金

563,160
0

563,160
0
0
0

繰入金

10,281,543
0

10,179,161
0

82,396
19,986

繰越金

8,369,033
1

8,368,972
0
1
59

その他

115,972,974
400,001

21,909,573
9,009,360
682,397

83,971,643
計

（単位：円）

（単位：円）

支　出　合　計
大柿ダム管理受託事業

会計区分／項目
支出の部

23,436,423
繰出金

7,196,247
事業費

0
借入金償還金

1,080
事務費

30,633,750
計

収　入　合　計
大柿ダム管理受託事業

会計区分／項目
収入の部

30,630,624
補助金／受託金

76,330
繰入金

0
繰越金

240
その他

30,707,194

23,436,423 7,196,247 0 1,080 30,633,750

30,630,624 76,330 0 240 30,707,194

計

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）
（単位：円）

収入支出差引残金は、次年度特別会計に繰越を致しました。【維持管理事業特別会計】

【土地改良事業特別会計】【平成30年度実施の特別事業会計】

土地改良促進事業

農地集積促進事業

　平成30年度９月28日開催の平成30年度臨時総代会において、
一般会計・特別会計の決算が審議され、次の通り承認されました。

　平成30年度3月28日開催の平成29年度通常総代会
及び平成30年9月28日開催の臨時総代会において、
平成30年度予算が可決されました。

事務費
85,338,105
（42％）

償還金 7,053,193（3％）
負担金 1,056,536（0％）

雑収入 
2,927,646
（1％）

前年度繰越金 47,803,589（15％）
還付金 

23,045,155
（11％）

維持管理費 1,531,499（1％）

寄附金 
1,500,000
（1％）

財産収入 
1,760
（0％）

繰出金 
85,350,000
（42％）賠償金

86,634,325
（27％）

特別会計
繰入金
30,995,500
（10％）

事務所費 1,331,100（1％）

決済金
147,424,959
（46％）

平成30年度請戸川土地改良区一般会計収入支出、並びに
財務の状況を規約第44条の規定により公表します。

● 財務状況の公表 ●

支出合計
204,705,588円

収入合計
317,287,779円

⑴ 小高区飯崎地区 経営体育成促進事業
（基盤整備関連流動化促進事業）

農地集積面積 50％以上経営・
増加率 20％超える目標活動 679,000

⑷ 小高区東部地区 農山村地域復興基盤整備事業
（面的集積型）

地区内農地等状況調査、
換地業務　他 7,801,000

⑶ 小高区東部地区
（Ｈ29繰越）

農山村地域復興基盤整備事業
（面的集積型）

地区内農地等状況調査、
換地計画基準及び原案作成　他 14,575,680

⑵ 小高区飯崎地区 農山村地域復興基盤整備事業
（面的集積型）

地区内農地等状況調査、
換地業務　他 25,889,000

⑴ 請戸川地区 国営附帯県営土地改良事業 かんがい排水事業償還 83,859,000

№ 委　託　者 事　　業　　名 事　業　内　容 事業費 負担率
【平成30年度実施の事業】

委託事業

⑴ 福島県 国営造成施設県管理受託事業 ダム施設点検整備事業 51,564,650 ０％

事務費
85,989,853
（17％）

繰出金
384,956,820
（75％）

償還金
7,050,000（1％）

管理費 7,332,000（1％）
納付金 3,363,522（1％）

還付金
23,051,000
（5％）

賠償金
268,330,000
（52％）

支出合計
515,949,000円

前年度繰越金
112,582,191
（22％）

決済金 
44,004,000
（8％）

財産収入
2,000
（0％）

収入合計
515,949,000円

事務所費
2,100,000
（0％）
負担金
1,200,000
（0％）

繰入金
82,873,043
（16％）

予備費 640,000（0％）
選挙費 265,805（0％）雑収入 

8,157,766
（2％）

〔

平成29年度
一般会計 204,705,588円204,705,588円204,705,588円 決算報告

平成29年度
特別会計 181,930,181円181,930,181円131,930,181円 決算報告

平成30年度
一般会計 515,949,000円515,949,000円515,949,000円予算総額

平成30年度
特別会計 133,055,680円133,055,680円133,055,680円予算総額



広 報 う け ど が わ 第１９号⑾ 広 報 う け ど が わ 第１９号 ⑽平成３１年１月１日 平成３１年１月１日

支　出　合　計
⑵ 小高区東部地区 経営体育成促進事業

（基盤整備関連流動化促進事業）
農地集積面積 50％以上経営・
増加率 21％超える目標活動

№ 事業地区名 事　　業　　名 事　業　内　容 事業費 負担率

小高東部地区基盤整備促進事業
飯崎地区農山村地域復興基盤総合整備事業
飯崎地区農山村地域復興基盤総合整備事業（H28繰越）
飯崎地区基盤整備促進事業
国営附帯県営土地改良事業

会計区分／項目
支出の部

3,000,000
252,000 0

3,000,000
0
0
0

繰出金

11,807,640
0

2,798,280
9,009,360

0
0

事業費

84,253,908
0

302,310
0
0

83,951,598
借入金償還金

2,234,883
400,000
1,230,763

0
604,120

0
事務費

101,296,431
400,000
7,331,353
9,009,360
604,120

83,951,598
計

収　入　合　計
小高東部地区基盤整備促進事業
飯崎地区農山村地域復興基盤総合整備事業
飯崎地区農山村地域復興基盤総合整備事業（H28繰越）
飯崎地区基盤整備促進事業
国営附帯県営土地改良事業

会計区分／項目
収入の部

96,759,238
400,000
2,798,280
9,009,360
600,000

83,951,598
補助金／受託金

563,160
0

563,160
0
0
0

繰入金

10,281,543
0

10,179,161
0

82,396
19,986

繰越金

8,369,033
1

8,368,972
0
1
59

その他

115,972,974
400,001

21,909,573
9,009,360
682,397

83,971,643
計

（単位：円）

（単位：円）

支　出　合　計
大柿ダム管理受託事業

会計区分／項目
支出の部

23,436,423
繰出金

7,196,247
事業費

0
借入金償還金

1,080
事務費

30,633,750
計

収　入　合　計
大柿ダム管理受託事業

会計区分／項目
収入の部

30,630,624
補助金／受託金

76,330
繰入金

0
繰越金

240
その他

30,707,194

23,436,423 7,196,247 0 1,080 30,633,750

30,630,624 76,330 0 240 30,707,194

計

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）
（単位：円）

収入支出差引残金は、次年度特別会計に繰越を致しました。【維持管理事業特別会計】

【土地改良事業特別会計】【平成30年度実施の特別事業会計】

土地改良促進事業

農地集積促進事業

　平成30年度９月28日開催の平成30年度臨時総代会において、
一般会計・特別会計の決算が審議され、次の通り承認されました。

　平成30年度3月28日開催の平成29年度通常総代会
及び平成30年9月28日開催の臨時総代会において、
平成30年度予算が可決されました。

事務費
85,338,105
（42％）

償還金 7,053,193（3％）
負担金 1,056,536（0％）

雑収入 
2,927,646
（1％）

前年度繰越金 47,803,589（15％）
還付金 

23,045,155
（11％）

維持管理費 1,531,499（1％）

寄附金 
1,500,000
（1％）

財産収入 
1,760
（0％）

繰出金 
85,350,000
（42％）賠償金

86,634,325
（27％）

特別会計
繰入金
30,995,500
（10％）

事務所費 1,331,100（1％）

決済金
147,424,959
（46％）

平成30年度請戸川土地改良区一般会計収入支出、並びに
財務の状況を規約第44条の規定により公表します。

● 財務状況の公表 ●

支出合計
204,705,588円

収入合計
317,287,779円

⑴ 小高区飯崎地区 経営体育成促進事業
（基盤整備関連流動化促進事業）

農地集積面積 50％以上経営・
増加率 20％超える目標活動 679,000

⑷ 小高区東部地区 農山村地域復興基盤整備事業
（面的集積型）

地区内農地等状況調査、
換地業務　他 7,801,000

⑶ 小高区東部地区
（Ｈ29繰越）

農山村地域復興基盤整備事業
（面的集積型）

地区内農地等状況調査、
換地計画基準及び原案作成　他 14,575,680

⑵ 小高区飯崎地区 農山村地域復興基盤整備事業
（面的集積型）

地区内農地等状況調査、
換地業務　他 25,889,000

⑴ 請戸川地区 国営附帯県営土地改良事業 かんがい排水事業償還 83,859,000

№ 委　託　者 事　　業　　名 事　業　内　容 事業費 負担率
【平成30年度実施の事業】

委託事業

⑴ 福島県 国営造成施設県管理受託事業 ダム施設点検整備事業 51,564,650 ０％

事務費
85,989,853
（17％）

繰出金
384,956,820
（75％）

償還金
7,050,000（1％）

管理費 7,332,000（1％）
納付金 3,363,522（1％）

還付金
23,051,000
（5％）

賠償金
268,330,000
（52％）

支出合計
515,949,000円

前年度繰越金
112,582,191
（22％）

決済金 
44,004,000
（8％）

財産収入
2,000
（0％）

収入合計
515,949,000円

事務所費
2,100,000
（0％）
負担金
1,200,000
（0％）

繰入金
82,873,043
（16％）

予備費 640,000（0％）
選挙費 265,805（0％）雑収入 

8,157,766
（2％）

〔

平成29年度
一般会計 204,705,588円204,705,588円204,705,588円 決算報告

平成29年度
特別会計 181,930,181円181,930,181円131,930,181円 決算報告

平成30年度
一般会計 515,949,000円515,949,000円515,949,000円予算総額

平成30年度
特別会計 133,055,680円133,055,680円133,055,680円予算総額



広 報 う け ど が わ 第１９号⒀ 広 報 う け ど が わ 第１９号 ⑿平成３１年１月１日 平成３１年１月１日

決済金について
　各地区の除外申請を受け、土地改良法に基づき当土地改良区におきましても、現在順次転用決
済金の納入通知書を発行させて頂き収納しております。
　土地改良区の運営費や土地改良施設（ダム・頭首工・水路等）の維持管理費、事業費は借入金、
賦課金により賄われており、その額は、土地改良区の受益面積全体で対応しています。
　土地改良区の受益地内の農地（田）を除外する場合、受益面積全体で負担してきたものを残り
の土地（受益地）で負担となり、それを担う組合員さんの過重負担を避ける目的で定められてお
りますのが決済金で、除外時に清算となります。
　そうして納入頂きました決済金は、今後の必要経費に充当しながら土地改良区を運営するしく
みとなっております。
　通知書を発行後、決済金の納入が確認できない場合、除外された土地に賦課金がかかってしま
うこともありますのでご注意願います。

地区面積（ha）の推移

内 訳

総　　　計
Ｈ25年度決算 Ｈ26年度決算 Ｈ27年度決算 Ｈ28年度決算 Ｈ29年度決算

浪 江 町
双 葉 町

南相馬市小高区
4,394

1,947
714

1,733
4,389

1,947
714

1,728
4,342

1,922
714

1,706
4,309

1,916
714

1,679
4,062

1,823
662

1,577

※申請があった後、決済金納入完了した時点で面積を調整

南相馬市小高区

防災集団移転事業、防災林造成事業、災害復旧事業等で地区除外申請のあった箇所及び面積
（平成30年３月申請～平成30年11月申請）

双　葉　町

浪　江　町

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
大　井 観音前 991.00 個　人
塚　原 白金田 1,604.74 福島県
女　場 亀　渕 597.00 合同会社南相馬村上福岡ソーラー
福　岡 堂　田 24,497.00 合同会社南相馬村上福岡ソーラー

大　柳 9,299.47 福島県
合同会社南相馬村上福岡ソーラー

大明神 36,938.00 合同会社南相馬村上福岡ソーラー

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
村　上 沼　田 20,171.81 福島県

合同会社南相馬村上福岡ソーラー

福島県
合同会社南相馬村上福岡ソーラー

仲川原 380.69 福島県
越戸畑 21,306.00 合同会社南相馬村上福岡ソーラー

逆　堰 37,473.00

井田川 北新田 450,575.37 SGET南相馬メガソーラー合同会社
計 603,834.08

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
新　山 前　沖 3,343.00 環境省

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
両　竹 増　田 2,533.01 福島県

蓬　田 3,576.00 環境省 中　野 渋　江 2,506.45 福島県
萩　廹 2,585.61 環境省 原　田 27,499.00 双葉町

郡　山 四斗蒔 354.00 環境省 深　町 21,852.00 双葉町
陣場沢 961.00 環境省 堂ノ前 25,733.00 双葉町
四郎田 6,864.00 環境省 宮ノ脇 484.00 双葉町
島 9,327.00 環境省 羽山前 1,643.00 福島県

久保谷地 14,771.00 環境省 舘ノ内 21,638.00 双葉町
渋　川 石　仏 24,497.00

合同会社
鴻草渋川エナジー

塚ノ前 11,772.00 双葉町
町　田 31,270.00 江　又 12,878.31 双葉町
竹　下 27,938.00 竹ノ花 16,358.00 双葉町
田　中 3,106.00 高　田 10,641.00 双葉町
下　江 18,059.00 中　浜 西川原 3,894.84 福島県
中　島 5,087.00 本　町 3,871.02 福島県
樋　口 14,556.00 南川原 3,673.89 福島県
羽　竜 56,820.00

鴻　草 高　田 98,872.00
計 488,964.13

総計 1,782,561.71

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
幾世橋 落　合 101.82 福島県

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
中　浜 長　沼 1,339.00 福島県

作　内 500.20 福島県 西川原 4,538.88 福島県
辻 4.02 福島県 両　竹 森　合 3,970.38 福島県・浪江町

辻　前 420.68 福島県 本　町 8,583.00 福島県
十日林 20.34 福島県 蛭　田 929.00 福島県
長　田 7.14 福島県 原　田 6,043.00 福島県
長田東 158.09 福島県 長　沼 1,380.00 浪江町
仲　沖 27.51 福島県 ガブメキ 3,766.00 浪江町
来福寺東 95.20 福島県 持　平 831.00 浪江町

北幾世橋 飯　樋 20.28 福島県 庄司口 2,468.00 福島県・浪江町
幾　内 98.36 福島県 酒　井 曲師前 1,852.00

合同会社
浪江酒井ソーラー

北中谷地 1,396.00 浪江町 藤　下 10,869.00
町　尻 296.78 福島県 芦ノ廹 1,888.00
広　内 19.52 福島県 丈　六 4,913.00

棚　塩 中舛倉 12,962.00 浪江町 石名坂 2,179.00
穴　田 1,651.00 浪江町 竹ノ内後 155.00
町　田 1,786.00 浪江町 北　戸 6,271.00
荒井前 288.00 浪江町 下酒井 146,758.00
北金ヶ森 5,561.00 浪江町 中酒井 174,387.00

請　戸 塚ノ越 142.00 浪江町 上酒井 105,378.00
天神渕 1,010.00 福島県 川　原 162,401.00
南　廹 3,770.00 浪江町
雨　垂 1,283.49 浪江町
浮　沼 110.00 福島県
北　廹 7,134.81 浪江町

計 689,763.50

地区除外申請のあった箇所
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決済金について
　各地区の除外申請を受け、土地改良法に基づき当土地改良区におきましても、現在順次転用決
済金の納入通知書を発行させて頂き収納しております。
　土地改良区の運営費や土地改良施設（ダム・頭首工・水路等）の維持管理費、事業費は借入金、
賦課金により賄われており、その額は、土地改良区の受益面積全体で対応しています。
　土地改良区の受益地内の農地（田）を除外する場合、受益面積全体で負担してきたものを残り
の土地（受益地）で負担となり、それを担う組合員さんの過重負担を避ける目的で定められてお
りますのが決済金で、除外時に清算となります。
　そうして納入頂きました決済金は、今後の必要経費に充当しながら土地改良区を運営するしく
みとなっております。
　通知書を発行後、決済金の納入が確認できない場合、除外された土地に賦課金がかかってしま
うこともありますのでご注意願います。

地区面積（ha）の推移

内 訳

総　　　計
Ｈ25年度決算 Ｈ26年度決算 Ｈ27年度決算 Ｈ28年度決算 Ｈ29年度決算

浪 江 町
双 葉 町

南相馬市小高区
4,394

1,947
714

1,733
4,389

1,947
714

1,728
4,342

1,922
714

1,706
4,309

1,916
714

1,679
4,062

1,823
662

1,577

※申請があった後、決済金納入完了した時点で面積を調整

南相馬市小高区

防災集団移転事業、防災林造成事業、災害復旧事業等で地区除外申請のあった箇所及び面積
（平成30年３月申請～平成30年11月申請）

双　葉　町

浪　江　町

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
大　井 観音前 991.00 個　人
塚　原 白金田 1,604.74 福島県
女　場 亀　渕 597.00 合同会社南相馬村上福岡ソーラー
福　岡 堂　田 24,497.00 合同会社南相馬村上福岡ソーラー

大　柳 9,299.47 福島県
合同会社南相馬村上福岡ソーラー

大明神 36,938.00 合同会社南相馬村上福岡ソーラー

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
村　上 沼　田 20,171.81 福島県

合同会社南相馬村上福岡ソーラー

福島県
合同会社南相馬村上福岡ソーラー

仲川原 380.69 福島県
越戸畑 21,306.00 合同会社南相馬村上福岡ソーラー

逆　堰 37,473.00

井田川 北新田 450,575.37 SGET南相馬メガソーラー合同会社
計 603,834.08

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
新　山 前　沖 3,343.00 環境省

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
両　竹 増　田 2,533.01 福島県

蓬　田 3,576.00 環境省 中　野 渋　江 2,506.45 福島県
萩　廹 2,585.61 環境省 原　田 27,499.00 双葉町

郡　山 四斗蒔 354.00 環境省 深　町 21,852.00 双葉町
陣場沢 961.00 環境省 堂ノ前 25,733.00 双葉町
四郎田 6,864.00 環境省 宮ノ脇 484.00 双葉町
島 9,327.00 環境省 羽山前 1,643.00 福島県

久保谷地 14,771.00 環境省 舘ノ内 21,638.00 双葉町
渋　川 石　仏 24,497.00

合同会社
鴻草渋川エナジー

塚ノ前 11,772.00 双葉町
町　田 31,270.00 江　又 12,878.31 双葉町
竹　下 27,938.00 竹ノ花 16,358.00 双葉町
田　中 3,106.00 高　田 10,641.00 双葉町
下　江 18,059.00 中　浜 西川原 3,894.84 福島県
中　島 5,087.00 本　町 3,871.02 福島県
樋　口 14,556.00 南川原 3,673.89 福島県
羽　竜 56,820.00

鴻　草 高　田 98,872.00
計 488,964.13

総計 1,782,561.71

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
幾世橋 落　合 101.82 福島県

大　字 小　字 面積（㎡） 転用関係者
中　浜 長　沼 1,339.00 福島県

作　内 500.20 福島県 西川原 4,538.88 福島県
辻 4.02 福島県 両　竹 森　合 3,970.38 福島県・浪江町

辻　前 420.68 福島県 本　町 8,583.00 福島県
十日林 20.34 福島県 蛭　田 929.00 福島県
長　田 7.14 福島県 原　田 6,043.00 福島県
長田東 158.09 福島県 長　沼 1,380.00 浪江町
仲　沖 27.51 福島県 ガブメキ 3,766.00 浪江町
来福寺東 95.20 福島県 持　平 831.00 浪江町

北幾世橋 飯　樋 20.28 福島県 庄司口 2,468.00 福島県・浪江町
幾　内 98.36 福島県 酒　井 曲師前 1,852.00

合同会社
浪江酒井ソーラー

北中谷地 1,396.00 浪江町 藤　下 10,869.00
町　尻 296.78 福島県 芦ノ廹 1,888.00
広　内 19.52 福島県 丈　六 4,913.00

棚　塩 中舛倉 12,962.00 浪江町 石名坂 2,179.00
穴　田 1,651.00 浪江町 竹ノ内後 155.00
町　田 1,786.00 浪江町 北　戸 6,271.00
荒井前 288.00 浪江町 下酒井 146,758.00
北金ヶ森 5,561.00 浪江町 中酒井 174,387.00

請　戸 塚ノ越 142.00 浪江町 上酒井 105,378.00
天神渕 1,010.00 福島県 川　原 162,401.00
南　廹 3,770.00 浪江町
雨　垂 1,283.49 浪江町
浮　沼 110.00 福島県
北　廹 7,134.81 浪江町

計 689,763.50

地区除外申請のあった箇所
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土地改良先生と請戸川太郎君の

土地改良講座

土地改良先生 請戸川太郎君

Ｑ.今回どうして改正されるの？

A.

Ｑ.どんなことが改正されるの？

Ａ.そうだね。大まかに説明するよ。改正は大きく７つあるんだ。

じゃあ、説明するよ。土地改良区とは、農業生産に必要な施設を適切
に維持管理して、将来にわたって良好な営農環境を維持する役割を果
たすものなんだよ。最近、農家の皆さんが高齢化による離農や土地利
用集積の進展で田んぼは持ってるけど耕作はしていない農家さんが増
えるかもしれないから土地改良区が施設の維持管理や、更新等をきち
んとやって行くには、田んぼを作る人の意見を良く聞いて行かなけれ
ばならないよ。
それから、土地改良区の事務の適正な運営のためにも効率良くなるよ
う改善しなければならないね。
そのために、法律を改正する必要があるんだよ。

定款変更や諸規程整備は平成３１年度（2019）の総代会で議決が得られ
るように準備することが必要だから平成３１年（2019）９月頃か平成３２
年（2020）３月の総代会に議案提出できるようにすればいいね。
そうして、請戸川土地改良区は平成３３年度（2021）、つまり平成３３年
（2021）１１月に総代改選、平成３４年（2022）２月には役員改選がある
から、それまで準備を進めておくようにするといいね。

今回の改正は平成３１年４月１日から施行されるんだけど、すぐに
全部は大変だから、移行期間て言うのがあるんだ。役員の選任に
関することは、４年間、会計制度の見直しは３年間の移行期間だよ。

移行期間を考えると、平成３４年度（2022）の決算関係書類からだ
から平成３５年（2023）９月頃の総代会には、作成し提出になるよ。

なんだかむずかしそうだな。

Ｑ.いつから改正するの？

そうかもしれないね。改正をするには、土地改良区
の定款変更や諸規程の整備をしなければならないね。

Ｑ.じゃあ、請戸川土地改良区はいつになるの？

Ｑ.決算関係書類の貸借対照表作成の方は？

また一緒に勉強しよう。

７つの内容をもっと詳しく知りたいからまた教えて下さい。

①組合員の資格交替について
　　土地改良区は、賃借地の所有者又は耕作者で事業参加資格を持たない人を准組合員として加入
　させることができることとすること。事業参加資格を所有者から耕作者へ交替する場合農業委員
　会の承認制を届出制とし、農地中間管理機構が農地の賃借を行う場合の組合員の資格得喪通知に
　ついて、機構が単独で通知できることとする。

②理事の資格要件見直しについて
　　土地改良区理事の定数の５分の３以上は原則として耕作者である組合員とする。

③利水調整のルール化について
　　土地改良区は総会の議決を経て農業用水利水調整規程を定めること。

④土地改良施設管理への参加について
　　土地改良区は、地域住民を構成員とする団体で土地改良施設の管理に関連する活動を行うもの
　を施設管理准組合員として加入させることができることとすること。

⑤総代会制度の見直しについて
　　設置要件を組合員数２００人超から１００人超とし、定数を３０人以上とする。選挙は選挙管理
委員会の管理を廃止し土地改良区の管理とする。総代は、書面又は代理人をもって議決権を行使す
ることができる。（但し、総代会の出席率低下を懸念し、その行使の全部または一部に制限をかける
ことができる）

⑥土地改良連合の業務の拡充について
　　二以上の土地改良区は共同して事務や附帯事業を行うため、土地改良区連合を設立することが
　できる。

⑦財務会計制度の見直しについて
　　土地改良区は、決算時収支決算書のほか、原則として貸借対照表を作成することとし、規程も
　整備する。土地改良区の監事のうち１人以上は原則として員外監事を選任するものとする。

土地改良法の一部が改正されます
（農林水産省　平成30年6月）

A.

A .

A .
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土地改良先生と請戸川太郎君の

土地改良講座

土地改良先生 請戸川太郎君

Ｑ.今回どうして改正されるの？

A.

Ｑ.どんなことが改正されるの？

Ａ.そうだね。大まかに説明するよ。改正は大きく７つあるんだ。

じゃあ、説明するよ。土地改良区とは、農業生産に必要な施設を適切
に維持管理して、将来にわたって良好な営農環境を維持する役割を果
たすものなんだよ。最近、農家の皆さんが高齢化による離農や土地利
用集積の進展で田んぼは持ってるけど耕作はしていない農家さんが増
えるかもしれないから土地改良区が施設の維持管理や、更新等をきち
んとやって行くには、田んぼを作る人の意見を良く聞いて行かなけれ
ばならないよ。
それから、土地改良区の事務の適正な運営のためにも効率良くなるよ
う改善しなければならないね。
そのために、法律を改正する必要があるんだよ。

定款変更や諸規程整備は平成３１年度（2019）の総代会で議決が得られ
るように準備することが必要だから平成３１年（2019）９月頃か平成３２
年（2020）３月の総代会に議案提出できるようにすればいいね。
そうして、請戸川土地改良区は平成３３年度（2021）、つまり平成３３年
（2021）１１月に総代改選、平成３４年（2022）２月には役員改選がある
から、それまで準備を進めておくようにするといいね。

今回の改正は平成３１年４月１日から施行されるんだけど、すぐに
全部は大変だから、移行期間て言うのがあるんだ。役員の選任に
関することは、４年間、会計制度の見直しは３年間の移行期間だよ。

移行期間を考えると、平成３４年度（2022）の決算関係書類からだ
から平成３５年（2023）９月頃の総代会には、作成し提出になるよ。

なんだかむずかしそうだな。

Ｑ.いつから改正するの？

そうかもしれないね。改正をするには、土地改良区
の定款変更や諸規程の整備をしなければならないね。

Ｑ.じゃあ、請戸川土地改良区はいつになるの？

Ｑ.決算関係書類の貸借対照表作成の方は？

また一緒に勉強しよう。

７つの内容をもっと詳しく知りたいからまた教えて下さい。

①組合員の資格交替について
　　土地改良区は、賃借地の所有者又は耕作者で事業参加資格を持たない人を准組合員として加入
　させることができることとすること。事業参加資格を所有者から耕作者へ交替する場合農業委員
　会の承認制を届出制とし、農地中間管理機構が農地の賃借を行う場合の組合員の資格得喪通知に
　ついて、機構が単独で通知できることとする。

②理事の資格要件見直しについて
　　土地改良区理事の定数の５分の３以上は原則として耕作者である組合員とする。

③利水調整のルール化について
　　土地改良区は総会の議決を経て農業用水利水調整規程を定めること。

④土地改良施設管理への参加について
　　土地改良区は、地域住民を構成員とする団体で土地改良施設の管理に関連する活動を行うもの
　を施設管理准組合員として加入させることができることとすること。

⑤総代会制度の見直しについて
　　設置要件を組合員数２００人超から１００人超とし、定数を３０人以上とする。選挙は選挙管理
委員会の管理を廃止し土地改良区の管理とする。総代は、書面又は代理人をもって議決権を行使す
ることができる。（但し、総代会の出席率低下を懸念し、その行使の全部または一部に制限をかける
ことができる）

⑥土地改良連合の業務の拡充について
　　二以上の土地改良区は共同して事務や附帯事業を行うため、土地改良区連合を設立することが
　できる。

⑦財務会計制度の見直しについて
　　土地改良区は、決算時収支決算書のほか、原則として貸借対照表を作成することとし、規程も
　整備する。土地改良区の監事のうち１人以上は原則として員外監事を選任するものとする。

土地改良法の一部が改正されます
（農林水産省　平成30年6月）

A.

A .

A .
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■ 国営造成施設県管理受託事業（大柿ダム施設点検）
　 福島県より30,631,000円の委託費で、以下の点検を実施しました。

平成29年度に行いました 受託事業受託事業受託事業

区　分
施設点検

１）ダム施設点検・巡視
　  堤体変位観測
  （水路、分水工点検含）

２）ダム施設臨時点検

３）除草及び流木等撤去

４）警報観測局点検

５）点検・巡視報告業務
６）堤体観測等資料整理

７）打合せ

・管理事務所の点検、巡視
・取水施設の点検、巡視
・インクラインの点検、巡視
・放流施設の点検、巡視
・堤体天端点検、巡視、クラック調査
・堤体変位測定

・飯崎地区農山村地域復興基盤整備事業 期間：平成29年4月1日から平成30年3月31日
　　委託金額　11,807,640 円　　一時利用地指定測量、換地計画委託事業
・飯 崎 地 区 経 営 体 育 成 促 進 事 業 期間：平成29年4月1日から平成30年3月31日
　　委託金額　　 600,000 円　　農用地利用集積の推進及び担い手の育成
・小高区東部地区経営体育成促進事業 期間：平成29年4月1日から平成30年3月31日
　　委託金額　　 400,000 円　　農用地利用集積の推進及び担い手の育成

農林水産大臣に要望書提出

復興庁・農林水産省要望内容（平成30年７月23日）

東京電力要求内容（平成30年７月23日）

・臨時点検 (160 ㎜ /24hr または 70㎜ /hr
　以上の雨量後。震度 5以上の地震後。)

・除草及び流木等撤去
・警報観測局舎点検、巡視
　（ダム局、堰守局、賀老局、不動滝局、室原局、
　  中島局、加倉局、掃部関堰、万海局、棚塩局）
・水象気象観測局点検、巡視
　（津島雨量計局、野行雨量計局、矢具野水象局、
　  昼曽根水象局）
・ダム施設点検・巡視の報告書作成
・堤体変異観測、層別沈下計観測の資料整理

・各業務に関する打合せ
　（着手前、中間 1回、完了報告）

90 108

2 8

60 423

12 24

12 24
12 12

3 6

細　区　分 業　務　内　容 作業日数 従業者数（延べ）

1. 復旧・復興・創生の支援体制の構築について
2. 土地改良施設の維持・管理事業の創設、拡充について
3. 農地保全管理の期間延長について
4. 用排水路に堆積した放射能汚染土壌等の処理について
5. 実証栽培による安全・安心の確認について
6. 大柿ダムへの小水力発電施設の設置について

1. 被災農家及び土地改良区に対する賠償の継続について
2. 除染後の放射性物質対策に対する賠償について
3. 土地改良施設の人的支援による機能維持について
4. 農地の放射性物質等の汚染調査・研究について
5. 小水力発電等再生可能エネギーについて

農業の再生に向けた要望・要求活動（7回目）を行いました
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■ 国営造成施設県管理受託事業（大柿ダム施設点検）
　 福島県より30,631,000円の委託費で、以下の点検を実施しました。

平成29年度に行いました 受託事業受託事業受託事業

区　分
施設点検

１）ダム施設点検・巡視
　  堤体変位観測
  （水路、分水工点検含）

２）ダム施設臨時点検

３）除草及び流木等撤去

４）警報観測局点検

５）点検・巡視報告業務
６）堤体観測等資料整理

７）打合せ

・管理事務所の点検、巡視
・取水施設の点検、巡視
・インクラインの点検、巡視
・放流施設の点検、巡視
・堤体天端点検、巡視、クラック調査
・堤体変位測定

・飯崎地区農山村地域復興基盤整備事業 期間：平成29年4月1日から平成30年3月31日
　　委託金額　11,807,640 円　　一時利用地指定測量、換地計画委託事業
・飯 崎 地 区 経 営 体 育 成 促 進 事 業 期間：平成29年4月1日から平成30年3月31日
　　委託金額　　 600,000 円　　農用地利用集積の推進及び担い手の育成
・小高区東部地区経営体育成促進事業 期間：平成29年4月1日から平成30年3月31日
　　委託金額　　 400,000 円　　農用地利用集積の推進及び担い手の育成

農林水産大臣に要望書提出

復興庁・農林水産省要望内容（平成30年７月23日）

東京電力要求内容（平成30年７月23日）

・臨時点検 (160 ㎜ /24hr または 70㎜ /hr
　以上の雨量後。震度 5以上の地震後。)

・除草及び流木等撤去
・警報観測局舎点検、巡視
　（ダム局、堰守局、賀老局、不動滝局、室原局、
　  中島局、加倉局、掃部関堰、万海局、棚塩局）
・水象気象観測局点検、巡視
　（津島雨量計局、野行雨量計局、矢具野水象局、
　  昼曽根水象局）
・ダム施設点検・巡視の報告書作成
・堤体変異観測、層別沈下計観測の資料整理

・各業務に関する打合せ
　（着手前、中間 1回、完了報告）

90 108

2 8

60 423

12 24

12 24
12 12

3 6

細　区　分 業　務　内　容 作業日数 従業者数（延べ）

1. 復旧・復興・創生の支援体制の構築について
2. 土地改良施設の維持・管理事業の創設、拡充について
3. 農地保全管理の期間延長について
4. 用排水路に堆積した放射能汚染土壌等の処理について
5. 実証栽培による安全・安心の確認について
6. 大柿ダムへの小水力発電施設の設置について

1. 被災農家及び土地改良区に対する賠償の継続について
2. 除染後の放射性物質対策に対する賠償について
3. 土地改良施設の人的支援による機能維持について
4. 農地の放射性物質等の汚染調査・研究について
5. 小水力発電等再生可能エネギーについて

農業の再生に向けた要望・要求活動（7回目）を行いました
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第１９号
水土里ネット請戸川
請戸川土地改良区

（南相馬市小高区・浪江町・双葉町）

〒９７９-１５２１
福島県双葉郡浪江町大字権現堂字上蔵役目３４番地
ＴＥＬ０２４０-３４-４２００㈹  ＦＡＸ０２４０-２３-６７９３
E-mail：uld@ukedogawa.jp
URL http://www.ukedogawa.jp

事務所及び所在地請戸川土地改良区

〒979－1521　福島県双葉郡浪江町大字権現堂字上蔵役目34
　　　　　　　（旧 国営新請戸川農業水利事業建設所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※震災前と同敷地内です。

ＴＥＬ0240－34－4200　ＦＡＸ0240－23－6793

　就業時間　平日 午前８時30分から午後５時15分まで

双葉警察署
浪江分庁舎

浪江町役場

仮設商店街
まち・なみ
まるしぇ

泉田自動車
工業所様

←浪江駅 請戸→

↑
南
相
馬

請戸川
土地改良区

N

組
合
員
の
皆
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、
手
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を
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。

組
合
員
の
資
格
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
（
組
合
員
資
格
得
喪
通
知
）

災
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合
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。
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も
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す
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・
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移
動
）

 

・
農
業
者
年
金
受
給
の
場
合
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・
売
買
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借
権
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用
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等
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異
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し
た
場
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　今
現
在
、
ご
入
金
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い

場
合
は
、
個
人
毎
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
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あ
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、
徴
収
し
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お
り
ま
せ
ん
。

役員の就任・退任について

被選任区

第 ２ 被 選 任 区 浪　　江　　町 Ｈ３０.　６.２７故　馬　場　　　有　理事長
被選任区域 氏　　　名 退任年月日

※故 馬場  有様には、平成２０年１月２１日に理事長にご就任頂きましてから４期目のご活躍中でありました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

被選任区

第 １ 被 選 任 区 南相馬市小高区 Ｈ３０.　４.２７岡　田　安　義　理　事
被選任区域 氏　　　名 退任年月日

※岡田理事様には、平成２９年１０月２日にご就任頂き、ご活躍されました。

◇退任◇ 大変お世話になりました。

被選任区

第 ２ 被 選 任 区 浪　　江　　町 Ｈ３０.　９.２８吉　田　数　博　理事長
被選任区域 氏　　　名 就任年月日

被選任区

第 １ 被 選 任 区 南相馬市小高区 Ｈ３０.　９.２８吉　田　頼　長　理　事
被選任区域 氏　　　名 就任年月日

◇就任◇ どうぞよろしくお願い致します。

浪江町／城西橋西側から臨む請戸川

●理事長挨拶
●福島特別直轄災害復旧事業請戸川地区実施状況
●危険防止のお知らせ
●主な会議開催状況
●ほ場整備事業地区作業状況及び管理状況
●会計報告
●地区除外申請箇所
●土地改良法の一部改正
●受託事業内容
●要望活動
●事務局からのお知らせ

平成30年度5月31日調整
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地区の状況

組合員数　4,227 人
　　　　　　（前年度比：△82）
受益面積　4,062 ha
　　　　　　（前年度比：△247）


